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グローパリゼーションと金融危機岡田裕之(法政大学）

２００７－０９年のアメリカ発金融危機の世界的波及における各広域への衝鍵の度合と

形態の共通面と相違面は、世界経済の貿易と国際金職というインターナショナル・リンケ

ージを介して生じたものである。貿易と国際金融はまた、さかのぼってアメリカのサブプ

ライム・ローン証券化の破綻を招いた国際的な原因であった。本報告はこのうち貿易リン

ケージを参考にしつつ、国際金融を主題とする。

報告の中心は、先進国金融センターを軸（コア）とした、先進識国（特に米欧）間のト

ランス大西洋のグロスの私的金融のフローと、先進iii国（米１１）と東アジア広域（中国を

含む）間のマクロ・インバランスを内容とする、トランス太平洋のネットの公的金融（準

備金）フローの重合におき、それぞれの特徴を比較分析する。

この国際金融分析の前者では、米欧（日）のそれぞれの銀行行imIの特性と住宅金融の特

性を示し、国際金融ネットワークのコア・ハブースポーク構造を示して、緊密なネットワ

ークによるリスクの負担と集中をIﾘ1らかにしたい。国際金融分析の後者では、米一日一束

アジアの貿易トライアングルにおける東アジア途上国への直接投資による輸出志向工業化

の成功、および、中国の高貯醤・商投資の成長と金融深化の未成熟が公的準備金の安全な

ドル金融アセット（ＧＳＥ・ＴＢ）の保有志向という双方向のフローを示したい。直接投

資が技術と経営の学習差をもたらすとき東アジアとラテン・アメリカの広域間の成長格差

が生じる。

これに付加すれば、第一に、報告者が追究してきた体lliII移行（ｌＩ１ソ述・東欧、中国を含

む）とグローバリゼーションの不可分の関係を明示しつつ、ロシア．Ⅱj東欧バルト・中国

の諸広域の国際金融への関与の異なった三顛型を定型化する。

また第二に、金融危機を単なる現状分析に終わらせないために、現代の危機を、１８８

０－１９１４年のトランス大西洋中心の第一次グローバリゼーシヨンとトランス太平洋Ll1

心の第二次グローバリゼーションの比較を通して、腱史的に回顧し展望する。

さらに余裕があれば、国際金融の理論分野を新古典派的金融論の批判から組み立てると

いう問題提起を試みる。




